
小
平
市
文
化
協
会

小
平
市
文
化
協
会

▪
花
展
・
茶
会

d
１１
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰　
午
前
１０
時
～

午
後
５
時
（
９
日
は
午
後
４
時
ま
で
、
茶

会
は
両
日
午
後
３
時
ま
で
）

b
中
央
公
民
館
（
茶
会
…
ロ
ビ
ー
・
地
階

つ
つ
じ
の
間
、
花
展
…
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

s
５
百
円
（
茶
会
の
み
）

m
当
日
、
会
場
へ

i
小
平
茶
道
華
道
友
の
会・田
中
☎
０４２（
３

４
１
）７
７
０
６

▪
紙
芝
居
実
演

d
１１
月
１６
日
㈰　
午
前
１１
時
開
演　
１０
時

３０
分
開
場

b
小
平
ふ
る
さ
と
村

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

m
当
日
、
会
場
へ

i
小
平
紙
芝
居
サ
ー
ク
ル
・
と
も
し
び
・

古
川
☎
０４２（
３
４
５
）１
７
０
８

▪
展
示　
こ
だ
い
ら
の
水
車
と
郷
土
食
試

食
会

d
１１
月
１５
日
㈯
・
１６
日
㈰　
午
前
１０
時
～

午
後
５
時
（
１６
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▪
講
演
会　
こ
だ
い
ら
の
水
車

d
１１
月
１５
日
㈯　
午
後
１
時
～
２
時

︱
︱
共
　
通
︱
︱

b
中
央
公
民
館
地
下
実
習
室

※
試
食
会
は
実
費
で
す
。

市

職

員

募

集

令
和
８
年
度
採
用

　
職
種
・
採
用
予
定
人
数
な
ど
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
小
平
市
h
で
採
用
試
験
要

項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

i
職
員
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
１
４

小
平
ふ
る
さ
と
村 

嘱
託
職
員
を
募
集

令
和
８
年
４
月
採
用

勤
務
時
間
週
４
日
勤
務
（
交
代
勤
務
）

採
用
人
数
若
干
名

n
施
設
管
理
・
清
掃
、
植
栽
の
せ
ん
定
、

催
し
の
企
画・運
営
、来
園
者
へ
の
案
内
、

広
報
・
経
理
事
務
ほ
か

m
１２
月
１４
日
㈰
ま
で
に
、
提
出
書
類
を
ル

ネ
こ
だ
い
ら
へ
持
参

※
募
集
要
項
や
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く

は
h
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
小
平
市
文
化
振
興
財
団

i
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２（
３
４
５
）

５
１
１
１

鷹
の
台
ま
る
ご
と 

ド
ッ
キ
ン
グ
祭
り

鷹
の
台
公
園
予
定
地 

活
用
イ
ベ
ン
ト

　
現
在
設
計
を
進
め
て
い
る
鷹
の
台
公
園

の
整
備
後
の
イ
メ
ー
ジ
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
整
備
予
定
地
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
新
設
す
る
鷹
の

台
公
園
お
よ
び
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
改

修
に
関
す
る
設
計
内
容
も
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
小
平
市
h
（
ＩＤ
１
２
２
５

８
１
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

d
１１
月
２４
日
（
月
・
振
休
）　
午
後
1
時

～
７
時

※
雨
天
の
場
合
は
３０
日
㈰
に
延
期
。

b
鷹
の
台
公
園
予
定
地
（
た
か
の
台
３３
）

j
小
平
市
・
こ
だ
い
ら
パ
ー
ク
コ
ネ
ク
ト

グ
ル
ー
プ

m
当
日
、
会
場
へ

i
南
西
部
地
域
市
立
公
園
管
理
事
務
所
☎

０４２（
３
１
３
）２
３
６
４

消
費
生
活
講
座

▪
生
活
が
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
す
る
整
理

収
納
術

　
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
橋
本
祐
子

さ
ん
か
ら
学
び
ま
す
。

d
１１
月
２０
日
㈭　
午
前
１０
時
～
正
午

b
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

c
４０
人

e
筆
記
用
具

m
１１
月
６
日
㈭
か
ら
、
問
合
せ
先
へ
（
電

話
・
電
子
メ
ー
ル
可
、
先
着
順
）

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

i
市
民
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
０
８
、�

Ashiminsodan@city.kodaira.lg.
jp

後
見
人
の
実
務
を
学
ぼ
う

成
年
後
見
基
礎
講
座 

▪
就
任
か
ら
終
了
ま
で
の
手
続
き

　
成
年
後
見
人
の
申
し
立
て
の
方
法
や
後

見
人
の
就
任
か
ら
終
了
ま
で
の
仕
事
内
容

に
つ
い
て
具
体
的
に
学
び
ま
す
。

d
１２
月
８
日
㈪　
午
後
２
時
～
４
時

b
福
祉
会
館
４
階
小
ホ
ー
ル

t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

c
６０
人

j
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会

m
１１
月
２０
日
㈭
か
ら
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ

ー
こ
だ
い
ら
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎

０４２（
３
４
２
）８
７
８
０

求
人
企
業
を
募
集

小

平

市

女

性 

再
就
職
サ
ポ
ー
ト
事
業 

　
市
内
も
し
く
は
近
隣
市
で
就
職
を
目
指

す
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
に
地
元
企
業
の
求

人
情
報
を
紹
介
し
、
採

用
の
場
に
つ
な
げ
ま

す
。

t
市
内
も
し
く
は
近
隣

市
の
事
業
所

m
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
右
図
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）へ

i
㈱
シ
ー
ズ
プ
レ
イ
ス
☎
０５０（
１
７
２
２
）

９
１
２
９
（
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）玉

川
上
水
の
古
文
書
展
示

中
央
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

　
小
平
の
歴
史
と
深
く
関
わ
り
の
あ
る
玉

川
上
水
を
テ
ー
マ
に
、
江
戸
時
代
の
古
文

書
と
絵
図
、
当
時
の
様
子
を
リ
ア
ル
に
再

現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

d
１２
月
２２
日
㈪
ま
で

b
中
央
図
書
館
２
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

i
中
央
図
書
館
☎
０４２（
３
４
５
）１
２
４
６

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
ヒ
ミ
ツ

講
演
会

▪
制
作
か
ら
読
み
聞
か
せ
ま
で

　
絵
本
の
作
り
方
や
楽
し
み
方
に
つ
い

て
、
こ
ど
も
向
け
月
刊
誌
編
集
部
長
の
一

戸
盟
子
さ
ん
が
話
し
ま
す
。

d
１１
月
２９
日
㈯　
午
後
２
時
～
４
時

b
中
央
図
書
館
３
階
視
聴
覚
室

c
５０
人

※
保
育
６
人
あ
り
ま
す
（
市
内
在
住
の
１

歳
児
か
ら
就
学
前
ま
で
、
先
着
順
）。

m
１１
月
５
日
㈬
か
ら
２７
日
㈭
ま
で
に
、
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
（
５
面
欄
外
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
へ
（
先
着
順
）

i
中
央
図
書
館
☎
０４２（
３
４
５
）１
２
４
６

子
ど
も
文
庫
ま
つ
り

　
絵
本
ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
人
形

劇
、
お
は
な
し
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

d
１１
月
２９
日
㈯　
午
前
１１
時
～
午
後
１
時

b
中
央
図
書
館
前
庭

※
雨
天
の
場
合
は
中
央
図
書
館
視
聴
覚

室
。

i
小
平
市
子
ど
も
文
庫
連
絡
協
議
会
・
菅

野
☎
０４２（
３
２
３
）５
９
３
３

秋
の
お
は
な
し
工
作
会

　
お
は
な
し
会
の
あ
と
に
工
作
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
工
作
会
で
は
、
お
は
な
し
や

絵
本
の
内
容
に
ち
な
ん
だ
、
ま
つ
ぼ
っ
く

り
や
ど
ん
ぐ
り
を
飾
っ
た
リ
ー
ス
を
作
り

ま
す
。

d
１１
月
１６
日
㈰　
午
後
２
時
～
３
時

b
中
央
図
書
館

t
４
歳
～
小
学
生

c
１０
人

m
１１
月
５
日
㈬
の
午
前
１０
時
か
ら
９
日
㈰

の
午
後
５
時
ま
で
に
、
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

（
５
面
欄
外
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
へ
（
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

i
中
央
図
書
館
☎
０４２（
３
４
５
）１
２
４
６

（
青
切
符
）

交
通
反
則
通
告
制
度

を
導
入

自
転
車
の
交
通
違
反
に

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
自
転
車
の
交

通
違
反
に
対
し
て
交
通
反
則
通
告
制
度

（
青
切
符
）
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
警
察
官
が
自
転
車
の
交
通
違
反
を
認
知

し
た
場
合
、
基
本
的
に
は
指
導
警
告
が
行

わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
違
反
が
交
通

事
故
の
原
因
と
な
る
よ
う
な
、
悪
質
・
危

険
な
違
反
で
あ
っ
た
と
き
に
は
取
締
り
が

行
わ
れ
ま
す
。

※
取
締
り
の
対
象
は
１６
歳
以
上
の
運
転
者

と
な
り
、
１６
歳
未
満
の
方
に
は
原
則
と
し

て
指
導
警
告
を
行
い
ま
す
。

　
違
反
ご
と
の
反
則
金
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
小
平
市
h
（
ＩＤ
１
２
２

２
７
２
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

i
小
平
警
察
署
☎
０４２（
３
４
３
）０
１
１

０
、
交
通
対
策
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
８
２

７

m
当
日
、
会
場
へ

i
小
平
郷
土
研
究
会
・
加
藤
☎
０４２（
３
４

１
）１
８
０
０

▪
第
３０
回
マ
ン
ド
リ
ン
定
期
演
奏
会

d
１１
月
１６
日
㈰　
午
後
２
時
開
演　
１
時

３０
分
開
場

b
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

n
く
る
み
割
り
人
形
行
進
曲
、
ラ
ス
ト
エ

ン
ペ
ラ
ー
の
テ
ー
マ
ほ
か

m
当
日
、
会
場
へ

i
小
平
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
協
会
・
青

木
☎
０４２（
３
４
２
）０
８
０
３

▪
写
真
展

d
１１
月
１９
日
㈬
～
２３
日
（
日
・
祝
）　
午

前
１０
時
～
午
後
５
時
（
１９
日
は
午
後
１
時

か
ら
、
２３
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

b
ル
ネ
こ
だ
い
ら
展
示
室

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

m
当
日
、
会
場
へ

i
小
平
市
写
真
連
盟
・
山
川
☎
０８０（
６
５

６
８
）５
１
８
２

▪
第
３９
回
小
平
青
少
年
吹
奏
楽
団
定
期
演

奏
会

d
１１
月
２３
日
（
日
・
祝
）　
午
後
２
時
３０

分
開
演　
２
時
開
場

b
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

n
五
つ
の
沖
縄
民
謡
に
よ
る
組
曲
、
交
響

組
曲
「
機
動
戦
士
Ｚ
ガ
ン
ダ
ム
」
ほ
か

m
当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

※
ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー

で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

i
小
平
青
少
年
吹
奏
楽
団・白
井
☎
０７０（
４

５
５
１
）９
９
１
９
（
夜
間
の
み
）

▪
日
本
舞
踊
花
柳
流
第
一
回
美
貴
愛
の
会

d
１１
月
２９
日
㈯　
午
後
０
時
３０
分
開
演　

正
午
開
場

b
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

m
当
日
、
会
場
へ

i
花
柳
☎
０４２（
３
４
２
）０
５
７
３

▪
三
曲
演
奏
会
（
こ
と
・
三
絃
・
尺
八
）

d
１１
月
２９
日
㈯　
午
後
１
時
開
演　
０
時

３０
分
開
場

b
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

n
舞
踏
曲
、
春
の
夜
、
十
返
り
の
松
、
天

空
の
扉
、
編
曲
雲
井
獅
子
ほ
か

※
小
・
中
学
生
の
出
演
も
あ
り
ま
す
。

m
当
日
、
会
場
へ

i
小
平
市
三
曲
協
会
・
幡
野
☎
０４２（
３
２

３
）０
６
９
０

▪
オ
ペ
レ
ッ
タ
上
演

d
１２
月
７
日
㈰　
午
後
３
時
開
演　
２
時

３０
分
開
場

b
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

n
メ
リ
ー
ウ
ィ
ド
ウ・陽
気
な
未
亡
人（
小

平
オ
ペ
ラ
ス
ペ
シ
ャ
ル
版
）
の
日
本
語
に

よ
る
上
演

m
当
日
、
会
場
へ

i
小
平
・
市
民
オ
ペ
ラ
協
会
・
吉
髙
☎
０８０

（
５
５
０
７
）２
７
２
０

タ
ク
シ
ー
で
巡
る
小
平

タ
ク
シ
ー
で
巡
る
小
平

こ
だ
い
ら

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

▪
①
有
名
建
築
巡
り

d
１１
月
２０
日
㈭　
雨
天
中
止

集
合
午
前
９
時　
西
武
線
小
平
駅
南
口　

※
解
散
は
午
後
１
時
ご
ろ
、
武
蔵
野
美
術

大
学
。

コ
ー
ス
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
（
外
観
）
―

ｅエ

グ

ー

ｇ
ｇ
ｇ
（
外
観
）
―
マ
ル
バ
ー
ン
・
カ

レ
ッ
ジ
―
津
田
塾
大
学
―
武
蔵
野
美
術
大

学▪
②
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
ス

d
１１
月
２２
日
㈯　
雨
天
中
止

集
合
午
前
９
時　
西
武
線
小
平
駅
南
口

※
解
散
は
午
後
０
時
３０
分
ご
ろ　
西
武
線

花
小
金
井
駅
北
口
。

※
昼
食
（
市
内
レ
ス
ト
ラ
ン
）
あ
り
。

コ
ー
ス
ア
ト
リ
エ
絵
・
果
・
木
―
中
山
さ

ん
―
高
橋
園
芸
（
シ
ク
ラ
メ
ン
）

▪
③
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
巡
り

d
１２
月
６
日
㈯　
荒
天
中
止

集
合
午
前
１０
時　
西
武
線
小
川
駅
東
口　

※
解
散
は
午
後
１
時
４５
分
ご
ろ
、
西
武
線

一
橋
学
園
駅
。

※
昼
食
（
平
櫛
田
中
弁
当
）
あ
り
。

コ
ー
ス
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
―
ガ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

―
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館

︱
︱
共
　
通
︱
︱

c
各
８
人

s
①
５
千
円
、
②
・
③
６
千
円

※
い
ず
れ
も
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
千

円
。

m
開
催
日
の
５
日
前
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
、
参
加
希
望
コ
ー
ス
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
を
こ
だ

い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
へ
☎
０４２（
３

１
２
）３
９
５
４
、
Ainfo@kodaira-

tourism.com

心
理
士
に
よ
る

心
理
士
に
よ
る

個
別
相
談
会

個
別
相
談
会

　
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
心
理
士
が
個
別
に
相
談
を
受
け
ま

す
。家
族
の
み
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

d
１２
月
４
日
㈭　
午
前
９
時
３０
分
か
ら
、

１０
時
３５
分
か
ら
、
午
後
１
時
か
ら
、
２
時

５
分
か
ら
、３
時
１０
分
か
ら（
各
１
時
間
）

b
福
祉
会
館
４
階
第
５
集
会
室

t
市
内
在
住
の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と
そ

の
家
族

c
５
組

m
１１
月
５
日
㈬
か
ら
、
電
話
で
小
平
市
社

会
福
祉
協
議
会
こ
だ
い
ら
生
活
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２（
３
４
９
）

０
１
５
１

フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会 

心
と
身
体
を
整
え
る 

マ
ッ
ト
ピ
ラ
テ
ィ
ス

d
１２
月
１２
日
㈮　
午
前
１０
時
３０
分
～
午
後

０
時
３０
分

b
中
央
公
民
館
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー

ルt
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
、
市
内
在
住
で
子
育

て
中
の
方
、
子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る

方c
１６
人

※
保
育
８
人
あ
り
ま
す
（
先
着
順
）。

e
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め
の
バ
ス
タ

オ
ル
、
運
動
で
き
る
服
装
、
飲
み
物

※
詳
し
く
は
、
小
平
市
h
（
ＩＤ
１
０
９
１

０
７
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

m
１１
月
５
日
㈬
か
ら
１２
月
５
日
㈮
ま
で

に
、
小
平
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
８
）１
７
８
０

こ
だ
い
ら
創
業
セ
ミ
ナ
ー

こ
だ
い
ら
創
業
セ
ミ
ナ
ー

▪
自
分
ら
し
い
創
業
を
目
指
し
て

　
創
業
ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
を
初
心
者
に
も

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

d
１２
月
１１
日
㈭　
午
後
７
時
～
９
時

b
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
）

t
創
業
に
関
心
が
あ
る
、
創
業
を
予
定
し

て
い
る
、
ま
た
は
創
業
し
た
ば
か
り
の
方

m
申
込
み
フ
ォ
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ム
（
５
面
欄
外
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）
へ

i
産
業
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興
課
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０４２（
３
４
６
）９
５
３
４

２
０
２
５

２
０
２
５

チ
ャ
レ
ン
ジ
省
エ
ネ

チ
ャ
レ
ン
ジ
省
エ
ネ

　
環
境
家
計
簿
に
登
録
し
、
対
象
期
間
の

電
気
と
ガ
ス
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
前

年
よ
り
削
減
し
た
方
、
環
境
家
計
簿
内
の

ポ
イ
ン
ト
を
２
百
ポ
イ
ン
ト
以
上
獲
得
し

た
方
に
、達
成
賞（
省
エ
ネ
グ
ッ
ズ
ほ
か
）

を
各
コ
ー
ス
３０
人
に
差
し
上
げ
ま
す
。

t
①
ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス
（
１０
月
～
１２
月
の

う
ち
１
か
月
）、
②
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

（
１０
月
～
１２
月
）
…
環
境
家
計
簿
を
利
用

し
、
今
年
の
対
象
期
間
の
電
気
と
ガ
ス
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
、
前
年
の
同
月
と

比
べ
て
少
な
い
方
、
③
エ
コ
ダ
イ
ラ
ポ
イ

ン
ト
コ
ー
ス
…
エ
コ
ダ
イ
ラ
ポ
イ
ン
ト
を

２
百
ポ
イ
ン
ト
以
上
獲
得
し
た
方

c
各
３０
人

m
令
和
８
年
１
月
３０
日
㈮
ま
で
に
、
環
境

家
計
簿
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
、
連
絡
先
を
問

合
せ
先
へ
（
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
可
、
先

着
順
）

※
①
～
③
の
す
べ
て
の
コ
ー
ス
に
申
し
込

め
ま
す
。

※
環
境
家
計
簿
の
登
録
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
h
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
楽
し
く
省
エ
ネ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ダ
イ
ラ
ー
く
ら

し
宣
言

i
環
境
政
策
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
８
１

８
、
Akankyoseisaku@city.kodai

ra.lg.jp

職種 採用予定
人数 応募資格 申込み 採用までの流れ

一般技術
（土木） ２人

昭和４５年 ４ 月 ２ 日以降平成２０
年 ４ 月 １ 日までに生まれた方
で、応募資格に該当する方（就
職氷河期世代まで対象）

小平市h（ID１２４３７６）
から、専用サイトにア
クセス

エントリーシート登録
１１月３ 日（月・祝）～１６
日（日）

インターネット申込み
エントリーシート登録

↓
第一次試験

テストセンター方式
自分で会場と日時を選
び予約

↓
第二次試験
個別面接
↓

最終合格発表

一般技術
（建築） １人

（円）

0億

50億

100億

150億

200億

250億

65令和 4 （年度）

236億

102億

48億

16億

70億

189億

93億

45億

40億
10億

240億

97億

50億

14億

80億

その他公共施設整備基金
職員退職手当基金財政調整基金

歳入 歳出
人件費
113億6,109万円(13.0%)
扶助費
269億5,829万円(30.8%)
公債費
32億4,773万円(3.7%)

物件費
140億5,021万円
(16.1%)

補助費など
123億7,862万円(14.2%)
繰出金
75億8,200万円(8.7%)

普通建設事業費
80億284万円
(9.2%)積立金など

38億501万円(4.4%)

市税
346億4,055万円(38.3%)

各種交付金など
157億3,059万円(17.4%)

国庫支出金
195億8,632万円(21.7%)

都支出金
143億508万円(15.8%)
使用料および手数料、繰入金など
37億929万円(4.1%)

市債（臨時財政対策債を除く）
24億9,070万円(2.8%)

一般財源

特定
財源

義務的
経費

任意的
経費

令和
６年度 小平市小平市のの財政事情財政事情 問財政課

☎０４２（３４６）９５０４

小平市には、一般会計のほかに３つの特別会計（国民健康
保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業）があり、歳入
合計が前年度比１.２％の増、歳出合計が前年度比２.１％
の増となりました。
代表的な会計である一般会計の決算の特徴は、歳入では、
市税や市債などは減となりましたが、都支出金や国庫支出
金などは増となり、前年度比０.８％の増となりました。
歳出では、総務費や衛生費などは減となりましたが、土木
費や民生費などは増となり、前年度比２.０％の増となり
ました。

決算の特徴

一般会計決算を家計に例えて、小平家の１年間の家計簿を
作成しました（表２参照）。
令和６年度の小平家は、令和５年度と比べて、収入では、
各種譲与税、交付金（諸手当）などは増えましたが、市税
（給料）などが減りました。
支出では、扶助費（学費、医療費）や普通建設事業費（家
屋の増改築など）などが増えました。

小平家の家計簿

表 ２ 　小平家の家計簿

グラフ １ 　一般会計歳入・歳出の状況

令和６年度の小平市の財政指標は表３のとおりです。
健全化判断比率は各指標とも健全な数値となっています。
経常収支比率は、市税が減少したことなどから、昨年度に
比べ悪化しています。

小平市の財政指標

表 ３ 　小平市の財政指標
項　　目 令和 ６年度（令和 ５年度） 説　　　明

財政力指数 0.948（0.920）
0.994（0.940）

財政力の強弱を示す数値です（上段： ３か年平均、下段：単年度）。単年度で １を超えるほど財源に余裕があり、普通交付
税の不交付団体となります。令和 ６年度は、全国では、1,718市町村のうち82市町村が不交付団体です。

経常収支比率 91.7％（82.6％） 財政構造の弾力性を測定する比率です。高いほど財政運営が硬直化しており、臨時的に使えるお金が少ないことを示します。
小平市の経常的な収入のうち、臨時的な経費に使えるお金は、８.３％であることを表しています。

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ―（―） 一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、11.43％を超えると警戒ラインです。

連結実質赤字比率 ―（―） 一般会計、特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、16.４3％を超えると警戒ライ
ンです。

実質公債費比率 2.１％（1.8％） 一般会計、特別会計、一部事務組合が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率です（ ３か年平均）。２５.０％を
超えると警戒ラインです。

将来負担比率 ―（―） 一般会計、特別会計、一部事務組合、土地開発公社が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。３５０
.０％を超えると警戒ラインです。

資金不足比率 ―（―） 小平市下水道事業会計における資金不足額の、事業規模に対する比率です。２０.０％を超えると警戒ラインです。
※�上記標記中「－」は、黒字のため実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率が算定されないことを表し、また、将来の負担が少ないため将来負担比率が算定されないこと
を表します。

基本目標Ⅰ　ひとづくり　－人が育ち、学び、新たな価値を創造するまち－
・�義務教育就学児医療費助成の所得制限撤廃
・�保育園・学童クラブの充実
・�学校施設の整備、学校体育館冷暖房設備設置
・�学校における働き方改革の推進
・�学校給食費の無償化
・�平櫛田中彫刻美術館の記念館耐震補強工事
　＜クラウドファンディングの実施＞
基本目標Ⅱ　くらしづくり　－多様性を認めあい、つながり、共生するまち－
・�女性LINE相談事業
・�障がい者の自立した地域生活と社会参加の推進
・�重層的支援体制整備事業の実施（相談支援包括化推進事
業拡充）

・�高齢者補聴器購入費の助成
・�被災者用備蓄品等の整備、感震ブレーカー購入費補助
基本目標Ⅲ　まちづくり　－自然と調和した、美しく快適で、魅力あるまち－
・�鷹の台公園・鎌倉公園の整備、公園設備の充実
・�飼い主のいない猫の保護および譲渡の活動に係る費用の
補助

・�小川駅西口地区市街地再開発事業の推進
・�都市計画道路整備の推進
・�公共下水道の地震対策・老朽化対策・雨水整備の推進
・�一橋学園駅周辺タクシー乗り場の整備
・�未来に残す小平市の農地プロジェクト
自治体経営方針関連
・�自治体ＤＸの推進・マイナンバーカード交付の推進
・�中央エリアに係る整備事業（中央公民館、健康福祉事務
センター及び福祉会館の複合化等）

・�専門人材の活用
・�おくやみ窓口の設置
物価高騰への対応
・�低所得世帯支援給付金
・�省エネ家電等買換促進補助金
・�事業者に向けた物価高騰応援金
・�子育て支援施設・介護事業所・障がい事業所等の負担軽
減・業務継続への支援

令和６年度の主な事業

表 １ 　令和 ６ 年度一般会計・特別会計 ３ 事業の決算状況
区　　分 歳　　入 前年度比（％） 歳　　出 前年度比（％）

一般会計 904億 6 千万円 0.8 873億 9 千万円 2.0

特
別
会
計

国民健康保険事業 182億 5 千万円 1.0 179億 1 千万円 △0.1

後期高齢者医療 53億 2 千万円 5.2 52億 9 千万円 5.5

介護保険事業 167億 6 千万円 2.4 164億 4 千万円 3.7

合　　計 1,308億円 1.2 1,270億 3 千万円 2.1

1 年間の収入

収入内容 令和 6年度 令和 5年度
市税（給料） ３４６万円 ３６４万円
各種譲与税、交
付金（諸手当） ８３万円 ６６万円
分担金・負担
金、使用料及び
手数料（アルバ
イト収入）

１７万円 １８万円

地方交付税・
国・都支出金（実
家からの仕送
り）

３４３万円 ３２８万円

財産収入（古物
売払い） １４万円 １６万円
繰越金（財布の
中身） ４１万円 ５４万円
稼ぎの計 ８４４万円 ８４６万円
繰入金（貯蓄取
り崩し） ３５万円 ２２万円
市債（ローン借
入金） ２５万円 ２９万円

収入計 ９０４万円 ８９７万円

1年間の支出

支出内容 令和 6年度 令和 5年度
人件費（生活費） １１１万円 １００万円
扶助費（学費、
医療費） ２８９万円 ２６４万円
公債費（ローン
返済金） ３３万円 ３２万円
物件費、維持補
修費（被服費、
消耗品）

１４０万円 １３１万円

補助費等（自治
会費） １１２万円 １１０万円
積立金（貯金） ２８万円 ７４万円
繰出金（仕送り） ７６万円 ７４万円
普通建設事業費
（家屋の増改築
など）

８５万円 ７２万円

支出計 ８７４万円 ８５７万円
※普通会計ベース。
※�1万分の1に縮尺、1万円が実際の1億円に
なります。

グラフ ２ 　市債現在高の推移
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土地開発公社一般会計

（年度）

278億
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244億254億

市債残高は、令和 4年度から ６年度まで
の 3年間で２４億円減少し、2５８億円にな
りました。市民一人当たりで見ると約1３
万 1 千円になります。

グラフ ３ 　基金現在高の推移

基金現在高は令和 4年度から ６年度まで
の 3年間で４７億円増加し、2３６億円にな
りました。市民一人当たりで見ると約12
万円になります。

ふるさと納税で市の歳入９億1,411万円が失われました。（市民が他の自治体などへ寄附したふるさと納税額９億1,922万円、小平市に寄附されたふるさと納税額511万円）。

※表とグラフの合計は、端数四捨五入により合わない場合があります。

令和7（２０２5）.11.55 4直売所マップは
こちらから

◇�市報が届かないなどの配布のお問い合わせは、（株）小平広告（☎０１２０（９４４）９００）へ（平日の午前
9時〜午後5時）。配布方法、配布場所の詳細は、小平市h（右図QRコード）からご覧になれます。

電子申請一覧
（申込みフォーム）

こだいら旬の野菜
コマツナ、サツマイモ、カキなどが旬を迎えています。
お近くの庭先直売所、またはファーマーズ・マーケットをご利用ください。
※時間帯や直売所によっては、取り扱っていない場合もございます。


